


































































































































































































































































































































































点で AAや ABペアよりも先に ADペアが達
成したことも，驚きに値するできごとであった。
◎ 実験4日目 （10月16日 金曜日）
基礎動作の練習：①・②を行った。
● 結果
最終日，AAペアが達成でき，合計で18ペ
ア中4ペア達成に至った。
なお，「10回」という二人連鎖交互とびの達
成基準には至らなかったものの，連鎖交互とび
の原型の発生が確認できたペアが6組見られ
た。
● 活動の感想
達成できたペアからは，｢難しかったけどお
もしろかった｣という感想が得られ，達成感と
意欲的な態度が読み取れた。一方で，達成でき
なかったペアは，「悔しい」という感想が多かっ
たが，｢ペアと協力して楽しくできた｣「またや
りたい」といった感想も多く見受けられた。
● 考察
実験開始から終了までの4日間，活動全般
に対してネガティブな感想を持つ児童はほとん
どいなかった。
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図5 達成したACペア
6．結果と考察
二人連鎖交互とびの達成基準に到達できたのは，
18ペア中4ペア（AAペア，ACペア，ACペア，
ADペア）であった。
また，今回設定した二人連鎖交互とびの達成基準
には至らなかったものの，連鎖交互とびの発生を確
認できたペアが6ペア（AAペア1組，ABペア3
組，BBペア1組，ADペア1組）あった。
達成に至った4ペアには，すべてA群の児童が
含まれていた。しかし，達成できたペアは，A群
を含むペア全体12組中3分の1の4組だけであり，
残りの3分の2は達成することができなかった。
達成に至ったペアを含め，連鎖交互とびの発生が
確認されたペア10組20名の中に，二重とびができ
ないC群・D群の児童8名中4名が含まれている
ことは注目すべき結果であった。
また，運動が苦手な児童（B群・D群）も18名中7
名人含まれていたことも大きな意味があると言えよ
う。
さらに，二人連鎖交互とびを達成できた4ペア
の中で，二重とびができ，なおかつ運動が得意とい
う2名を組み合わせたAAペアが4組中1組しか
達成できなかったことも非常に興味深い。
以上の実験結果から，二重とびができることと，
運動が得意であることが，必ずしも連鎖交互とびの
達成のための前提条件にはならいということと，当
初の仮説通り，個人なわとびの習熟が高い子どもは，
通常のなわとび運動のステレオタイプが破壊されに
くく，連鎖交互とびの習得が遅れた可能性があるこ
との2点が示唆されたと言える。
7．問題点
実験の観察と児童の感想から，以下の問題点が浮
き彫りとなった。
① スタートの難しさ
二人連鎖交互とびで最も難しい点は，「左右の腕
を交互に回しながら跳躍する」という連鎖とびを，
なわが止まった状態から開始しなければならないこ
とである。これは，自転車や一輪車を漕ぎ出す時に
よく似ている。しかし，この部分に関する指導方法
がまだ十分に確立していない。今回は，初めて小学
生を対象として指導実験を行なったため，どのよう
な方法が適切であるのかを探りながら，いくつかの
指導方法を試みたが，なわを持たずに「左右の腕を
交互に回しながら跳躍すること」ができたとしても，
実際になわを持って二人連鎖交互とびを行なうと，
なわをうまく回し始めることができずに引っかかっ
たり，回旋開始後すぐに両腕が同時に回り始めてし
てしまう失敗が多くみられた。
② なわの問題
子どもたちは普段から使っているビニール製やゴ
ム製のなわを使用して実験に臨んだ。連鎖交互とび
は二重とびや三重とびを行うわけではないので，通
常のなわよりも長く，重いなわが適していると考え
られる。そのため，なわがうまく回らなかったり，
すぐにねじれたりと多くの問題が起こったと考えら
れる。
Ⅴ．結 語
本研究では，なわとびの新しい教材としての「二
人連鎖交互とび」の有用性を示すために，小学校高
学年を被験者として，二重とびができないあるいは
運動が不得意な児童にも「二人連鎖交互とび」が達
成可能な運動であるかどうかを検証した。
今回の実験では，18ペア36名中4ペア8名が二
人連鎖交互とびを達成できた。達成基準に至らなかっ
たが，残りのペアのうち6ペア12名が二人連鎖交
互とびの発生を確認することができた。
達成できた4ペア中には，必ず運動が得意で二
重とびもできるA群の児童が含まれていた。しかし，
達成できた児童の中には，運動は得意だが二重とび
ができない児童が3人，運動が苦手で二重とびが
できない児童も1人含まれており，達成者の半数
は二重とびができない児童であった。
このように，二重とびの技能や運動能力が劣って
いる児童が，二重とびの技能や運動能力の優れてい
る児童よりも早く達成できたことから，連鎖交互と
びは必ずしも二重とびの技能や運動能力が優れてい
ることが達成の前提にならないことが明らかとなっ
た。このことから交互連鎖とびが従来のなわとび運
動が苦手な子どもたちにも達成感や有能感を提供で
きる，大変有用性の高い教材になりうるものである
と言えよう。
また，なわとび運動は，基本的に「個人」の運動
であるが，本研究で扱った連鎖交互とびは仲間と関
わって初めて成立する運動である。相手と協力し，
会話を通してコミュニケーションをとることが必要
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である。そのため，学校教育における「体育学習の
言語活動の充実」という目的にも沿っており，この
点からも十分に学校体育の教材として有用性がある
と考えることができるであろう。
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